
平成18年
8月号

No.017

8

主な内容　p2-3下水道　p4介護保険　p5年金　p6-9特別障害
者・障害児童福祉手当、窓口テレビ電話、夏休み映画会、資料館イベ
ント　p10GG 選手紹介　p16うまいもん　p17イナビト

表紙　浮島小学校の水泳教室の一
コマです。プールの水を掛け合う
姿は実に楽しそうです。



広報稲敷 平成18年8月号　��　広報稲敷 平成18年8月号

湖に流された汚れをきれいにするのに必要な真水の量
湖に流された汚れをBOD（※2）で5㎎/ℓ程度の魚が
住める水質にするために、必要な真水の量を浴槽の水
で表すと次のようになります。（１杯＝300ℓとした場合）

下水処理するとこれだけ水がきれいになります
下水道へ接続してあれば、家庭から流れてくる汚水は
透きとおったきれいな水となり河川に放流されます。

※2＝BOD（生物化学的酸素要求量）：水中の有機物が微
生物の働きによって分解される時に消費される酸素の
量。河川の汚濁の代表的な指標で、数値が高いほど汚濁
が進んでいる。

※
公
共
枡
へ
の
接
続
（
宅
内
の

工
事
）は
、稲
敷
市
に
登
録
さ
れ

た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で

き
ま
せ
ん
。

排
水
施
設
工
事
に
対
す
る

補
助
金
制
度

　
ご
家
庭
の
ト
イ
レ
を
水
洗
便

所
に
改
造
し
た
り
、
排
水
施
設

を
新
設
し
た
り
す
る
場
合
に
、

工
事
費
50
万
円
を
限
度
に
次
の

割
合
で
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

現在、市内で下水道が利用できる区域

生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域
の
浄
化
を
め
ざ
し
て

下
水
道
へ
の
接
続
を
!!

下
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域
の
浄
化

を
目
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。稲
敷
市
の
下
水
道
事
業
は
、
公

共
下
水
道
、流
域
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
事
業（
す
で
に
完
了
）に
よ

り
進
め
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
施
設
の
整
備
に
は
膨
大
な
お
金
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。市
内
全
域
完
成
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
年
月
を
要

し
ま
す
が
、す
で
に
工
事
が
完
了
さ
れ
て
い
る
地
区
の
ご
家
庭
で
は
、

一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。い

つ
か
ら
接
続
で
き
る
！

処
理
場
が
完
成
し
管
路
等
の
工

事
が
終
了
す
る
と
、
ご
家
庭
で

は
下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。家

庭（
台
所
・
風
呂
・
便
所
な
ど
）か

ら
発
生
す
る
汚
水
を
、
宅
地
内

に
設
置
し
た
公
共
枡
に
接
続
工

事
を
し
て
排
水
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

下
水
道
へ

接
続
す
る
た
め
に
は
！

下
水
道
へ
接
続
し
よ
う
と
す
る

時
は
、次
の
手
順
と
な
り
ま
す
。

使
用
開
始
・
変
更
な
ど
の

届
出

新
規
で
下
水
道
に
加
入
さ
れ
た

方
や
、
名
義
が
変
っ
た
り
人
数

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
（
基
準

は
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人

数
）
に
は
、
必
ず
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

届
出
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
各

庁
舎
の
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

を
除
く
）へ
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料

使
用
料
は
処
理
場
で
の
汚
水
処

理
経
費
や
管
路
の
清
掃
、
補
修

な
ど
の
維
持
管
理
費
に
充
て
ら

れ
ま
す
。毎
月
の
納
付
と
な
り

ま
す
。

受
益
者
分
担
金
・
負
担
金

下
水
道
の
利
益
を
受
け
る
方
か

ら
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て

も
ら
う
の
が
受
益
者
分
担
金
・

負
担
金
で
す
。処
理
場
が
完
成

し
、
供
用
開
始
で
き
る
地
区
か

ら
分
担
金
・
負
担
金
が
賦
課
さ

れ
ま
す
。

　
分
担
金
・
負
担
金
は
、
５
年

に
分
割
し
さ
ら
に
年
４
期
に
分

け
て
、
計
20
回
の
分
納
と
な
り

ま
す
が
、
一
括
お
よ
び
納
期
前

納
付
さ
れ
る
場
合
に
は
報
奨
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
賦
課
し
た

初
年
度
の
第
１
期
分
の
納
付
期
限

ま
で
に
納
付
し
た
場
合
）

●
稲
敷
市
下
水
道
課
（
東
庁
舎
）

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
６
０
４
）

指
定
工
事
店
へ
の
申
込

各
家
庭
→
指
定
工
事
店

工
事
申
請
書
の
提
出

指
定
工
事
店
→
下
水
道
課

工
事
実
施

指
定
工
事
店

使
用
開
始
届
の
提
出

各
家
庭
→
下
水
道
課

供用開始後
１年以内の接続

工事費の 10％

２年以内の接続 工事費の 7％

３年以内の接続 工事費の 5％

霞ケ浦の水質
霞ケ浦の水質は、COD（※1）を指標に見てみると、昭
和40年代後半から上昇し始め、昭和53・54年度に10
㎎/ℓ台となりましたが、昭和56年に「茨城県霞ケ浦の
富栄養化の防止に関する条例」を制定、それに基づく富
栄養化防止基本計画や湖沼法による「霞ケ浦に係る湖
沼水質保全計画」を制定し総合的な水質保全対策に取
り組んだ結果、徐々に低下し、平成３年度には6.8㎎/
ℓとなりました。しかしその後上昇し、平成５年度以降
は8㎎/ℓ前後の高い数値で推移しています。

霞ケ浦を汚す家庭からの雑排水
霞ケ浦を汚す主要な原因の一つは、家庭からの雑排水
です。なかでも、大きなウェートを占めているのが、食
べかすや油脂分を含む台所からの排水です。ちょっと
した汚れが霞ケ浦に集まり、湖水を汚しています。家庭
ではちょっとの汚水ですが、その汚水を自然に浄化さ
せるには大量の真水が必要となります。

※1＝COD（科学的酸素要求量）：水中の有機物を酸化剤
で科学的に分解した時に消費される酸素の量。湖沼や
海域の汚濁の代表的な指標で、数値が高いほど汚濁が
進んでいる。

霞ケ浦の水質の現状

汚れのもと 魚が住める水質にするため
に必要な真水の量

しょう油15ml 浴槽1.8杯
みそ汁200ml 浴槽4.9杯
牛乳200ml 浴槽10杯
揚げもの廃油500ml 浴槽735杯

※　　　　の部分が下水道が利用できる区域内ですが、区域内でも一部利用
　できない地区があります。

湖水浄化のPR として毎年年行われ
ている「霞ケ浦横断遠泳を楽しむ会」

家庭などからの
雑排水
BOD で
200㎎/ℓ

河川への放流水

BOD で
10㎎/ℓ以下

下
水
処
理
場

桜川地区

江戸崎地区

新利根地区

東地区

125

408
125
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65歳以上の方の保険料が改訂されました

介護保険法の改正により、平成18年度からの介護保険料は「6段
階」となり、保険料額も改正されました。
また平成18〜19年度の2年間に限っては、平成17年度の税制
改正の影響を受ける方について、保険料の緩和措置があります。
稲敷市高齢福祉課（新利根庁舎）☎ 029-892-2000（内線 3254）

介護保険制度の安定した運用を目指して

保険料段階 対　象　者 年額保険料

第1段階 ○生活保護の受給者
○老齢福祉年金の受給者であって、本人および世帯全員が市民税非課税の方 1万 4,400円

第 2段階 ○本人の年金収入と所得金額の合計が、80 万円以下で世帯全員が市民税非課税の方 1万 4,400円

第 3段階 ○上記以外で本人及び世帯全員が、市民税非課税の方 2万 1,600円

第 4段階

○本人が市民税非課税で、世帯内に市民税課税者がいる方 2万 8,800円

緩和される場合

税制改正の影響により第１段階から上昇する方 1万 9,000円

税制改正の影響により第 2 段階から上昇する方 1万 9,000円

税制改正の影響により第 3 段階から上昇する方 2万 3,900円

第 5段階

○本人が市民税課税で、合計所得金額が 200 万円未満の方 3万 6,000円

緩和される場合

税制改正の影響により第 1 段階から上昇する方 2万 1,600円

税制改正の影響により第 2 段階から上昇する方 2万 1,600円

税制改正の影響により第 3 段階から上昇する方 2万 6,200円

税制改正の影響により第 4 段階から上昇する方 3万 1,100円

第 6段階 ○本人が市民税課税で、合計所得金額が 200 万円以上の方 4万 3,200円

▢平成18年度の年間保険料

▢保険料の納め方
特別徴収（年金天引き）と普通徴収（納付書による現金納付）の２つの方法があります。

納付方法 決定通知 条　　件

特別徴収
（年金天引き）

10 月 に 送 付
（ハガキ）

公的年金を年間 18 万円以上もらっ
ていて、稲敷市に住所があり 65 歳
になっている方（基準日現在※）

普通徴収
（納付書）

8 月に送付
（納付書兼決定通知）

・老齢福祉年金を受給されている方
・年度途中に 65 歳になられた方
・年度途中に稲敷市に転入された方

今回の改正により特別徴収について次のとおり
変更されました。
○特別徴収対象者の把握が「年１回（10月）」→
　「複数回」に変更
○遺族年金、障害年金が特別徴収の対象になり
　ました。

また普通徴収の方でも口座振替（口座引落し）を
ご利用できます。

国民年金保険料はお得に納めましょう

平成18年4月分から平成19年３月分までの国民年金保険料は、
16万6,320円です。
保険料はご希望の月から前納できます。納付書でも口座振替でも
前納割引がありますのでぜひご利用ください。
土浦社会保険事務所（土浦市下高津2-7-29）☎029-824-7121
稲敷市保険課年金係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4609）

保険料の全納制度を賢く利用しましょう

ま
す
。

前
納
は
、
専
用
の
納
付
書

で
！

１
年
前
納
納
付
書
お
よ
び
６
か

月
前
納
納
付
書
は
４
月
上
旬
に

郵
送
し
た
納
付
書
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
希
望
の
月
分
か
ら

の
前
納
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
付
は
郵
便
局
や
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ

ン
ビ
ニ
で
！

納
付
書
に
は
納
付
期
限
と
使
用

期
限
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
期
限
の
納
付
書
は
、
２

Ｑ　個人年金に加入しているので、国民年金は納
めなくてもいいのではないでしょうか？

Ａ　「国民年金」と「個人年金」の名称は同じ「年
金」ですが、それぞれの役割には大きな違いがあ
ります。国民年金は、公的年金であり、国が管理・
運営し、年をとったとき、障害の状態になったと
き、不幸にして死亡したとき、国が年金を支給し

「本人」または「家族」の生活を守ることを目的と
した社会保障です。また、公的年金は、「社会的扶
養」を基礎とした仕組みです。若い世代から親の
世代への社会全体での「仕送り」です。「個人年金」
はプラスアルファのゆとりとして考えましょう。

ここが知りたい！Ｑ＆Ａ

電話での年金相談は、「ねんきんダイヤル」を
ご利用ください。
年金請求などの相談☎ 0570-05-1165
年金を受けている方の相談☎ 0570-07-1165
受付時間：午前８時 30 分〜午後５時まで（土・

日・祝日および年末年始を除く）

納付期限 前納する月 納付書で前納 納付書割引 口座振替で前納 口座割引

5 月 1 日 4 月から 16 万 3,370 円 2,950 円 16 万 2,830 円 3,490 円

5 月 31 日 5 月から 15 万 0,000 円 2,460 円 ー ー

6 月 30 日 6 月から 13 万 6,580 円 2,020 円 ー ー

7 月 31 日 7 月から 12 万 3,120 円 1,620 円 ー ー

8 月 31 日 8 月から 10 万 9,620 円 1,260 円 ー ー

10 月 2 日 9 月から   9 万 6,080 円 　940 円 ー ー

10 月 31 日 10 月から   8 万 2,480 円 　680 円   8 万 2,220 円    940 円

11 月 30 日 11 月から   6 万 8,850 円 　450 円 ー ー

1 月 4 日 12 月から   5 万 5,170 円 　270 円 ー ー

1 月 31 日 1 月から   4 万 4,440 円 　140 円 ー ー

2 月 28 日 2 月から   2 万 7,670 円 　  50 円 ー ー

ー 3 月分   1 万 3,860 円 ー ー ー

前
納
は
あ
く
ま
で
も
前
払

い過
ぎ
て
し
ま
っ
た
月
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
払
っ
て
も
割
引
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
18
年
５
月
に
前

納
す
る
場
合
、
平
成
18
年
４
月

分
の
保
険
料
は
通
常
の
金
額

（
月
額
１
万
３
８
６
０
円
）で
納
め

ま
す
。

前
納
後
に
お
勤
め
を
始
め

た
ら
・
・
・
？

保
険
料
を
お
返
し
し
ま
す
。

　
前
納
を
し
た
あ
と
、
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
な
ど
し
た
場
合
、

そ
の
後
の
保
険
料
は
お
返
し
し

年
以
内
な
ら
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
期
限
の
納
付
書
は
、
期
限

後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 ※10月特別徴収（開始）基準日：4月1日
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特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手

当
制
度
は
、
重
い
障
害
の
た
め

に
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
方
に
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

精
神
や
身
体
に
重
度
の
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

手
当
額

月
額
：
２
６
、４
４
０
円

障
害
の
程
度

（
ア
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程

度
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
。

（
イ
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程

度
の
障
害
が
１
つ
、
同
２
級
程

市
役
所
窓
口
に
テ
レ
ビ
電
話
を
導
入

　
気
持
ち
の
通
じ
る
対
応
を
め
ざ
し
て

て
テ
レ
ビ
電
話
の

導
入
を
実
施
し
ま

し
た
。

概
要

合
併
に
よ
り
分
庁

舎
方
式
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
各

庁
舎
の
窓
口
に
来

訪
し
て
き
た
市
民

の
方
に
対
し
て
、

そ
の
庁
舎
に
担
当
課
の
無
い
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
は
、

担
当
課
か
ら
の
電
話
に
よ
る
説

明
な
ど
を
今
ま
で
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、フ
ェ
イ
ス
・
ト
ゥ
・

市
で
は
、
問
い
合
わ
せ
や
申
請

に
訪
れ
た
市
民
に
対
し
て
、
各

庁
舎
の
担
当
者
が
、
顔
の
見
え

る
気
持
ち
の
通
じ
る
対
応
を
す

る
た
め
、
７
月
か
ら
映
像
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

フ
ェ
イ
ス
の
良
好
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
IT
の
利
活
用
に
よ
る
市
民

が
満
足
で
き
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
テ
レ

ビ
電
話
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
に
市

民
用
の
端
末
を
置
き
、
各
庁
舎

の
担
当
課
と
結
ば
れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
６
）

地
上
ア
ナ
ロ
グ
TV
放
送
終
了

　
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

ナ
ー
を
買
い
足
す
③
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

●
受
信
相
談
＝
総
務
省
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

︲
０
７
︲
０
１
０
１

●
視
聴
エ
リ
ア
＝（
社
）地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
HP 

http://w
w

w
.d-pa.org

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
７
月
24
日
ま
で

に
終
了
し
ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
視
聴
す
る
に
は
次
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。①
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る
②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

度
の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
す

る
場
合
。

（
ウ
）
障
害
基
礎
年
金
１
級
程

度
の
障
害
が
１
つ
で
も
、
日
常

能
力
が
低
く
（
ア
）
と
同
程
度

の
場
合
。

障
害
児
福
祉
手
当

日
常
生
活
で
常
時
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
害
児
（
20

歳
未
満
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

手
当
額

月
額
：
１
４
、３
８
０
円

障
害
の
程
度

（
ア
）
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

程
度

（
イ
）療
育
手
帳
Ⓐ
程
度

手
当
の
支
給
方
法

認
定
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
の

手
当
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。毎

年
２
月
、５
月
、８
月
、１
１
月

に
各
月
の
前
月
分
ま
で
を
支
給

さ
れ
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
誘
致
し
め
き
り
迫
る
！

　
最
終
締
切
は
８
月
31
日（
木
）

市
に
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
を
引
こ

う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
誘
致
活

動
を
行
っ
て
き
た
稲
敷
IT
推
進

会
で
は
、
市
全
域
を
対
象
と
し

た
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
全
域
で
１
９
０
０
件
の
署

名
（
仮
申
込
書
）
を
集
め
る
こ
と

に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
の

提
供
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。対
象
地
区
は
稲
敷

市
全
域
で
す
。稲
敷
市
全
域
で

光
フ
ァ
イ
バ
回
線
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
誘
致
活
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
集
約
状
況
は
、
IT
推

進
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
象
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
・
東
京
電

力
株
式
会
社
が
提
供
す
る
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
か
り
ｏ
ｎ

ｅ
」。サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ひ
か
り
ｏ
ｎ
ｅ
HPw

w
w

.

認
定
の
手
続
き

社
会
福
祉
課
（
新
利
根
庁
舎
内
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
申
請
書
、
②
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
ま
た
は
所
定
の

診
断
書
、
③
口
座
振
替
依
頼
書
、

④
年
金
証
書
（
特
別
障
害
者
手

当
を
申
請
す
る
方
）、⑤
印
鑑

現
況
届
の
提
出

現
況
届
は
、
毎
年
１
回
、
継
続

支
給
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切

な
届
け
で
す
。受
給
者
の
皆
さ

ん
は
、
７
月
下
旬
に
送
付
す
る

「
特
別
障
害
者
手
当
等
受
給
資

格
者
現
況
調
査
表
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
届
出
期
限
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
期
限
：
８
月
11
日
〜
９

月
10
日

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）

hikari-one.com

提
出
方
法

仮
申
込
書

稲
敷
市
各
庁
舎
、
公
共
施
設
等

に
設
置
し
て
あ
る
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
投

函
。仮
申
込
書
は
回
収
ボ
ッ
ク

ス
設
置
場
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
、F
A
X

「『
ひ
か
りone

』の
仮
申
込
み
」

と
書
い
て
、①
氏
名
、②
住
所
、

③
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
稲

敷
市
企
画
課
ま
で

最
終
締
切

８
月
31
日（
木
）

●
稲
敷
IT
推
進
会
事
務
局
HP　

w
w

w
.inashiki-it.com

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

６
４
９
（
直
通
）
／
HPw

w
w

.
city.inashiki.lg.jp

／
Ｅ
メ

ー
ルhikari@

city.inashiki.
ibaraki.jp

防
犯
連
絡
員
協
議
会
が
発
足

　
犯
罪
な
く
し
て
明
る
い
社
会
へ

９
１
人
の
防
犯
連
絡
員
の
方
が

防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

▽
会
長
：
坂
本
徳
治
▽
副
会

長
：
木
野
内
清
、
根
本
正
雄
、

池
田
一
郎

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
４
）

稲
敷
市
防
犯
連
絡
員
協
議
会
が

発
足
し
、
市
役
所
桜
川
庁
舎
で

５
月
16
日
委
嘱
状
の
交
付
式
が

行
わ
れ
、
協
議
会
会
長
の
坂
本

徳
治
さ
ん
に
委
嘱
状
と
防
犯
連

絡
所
の
看
板
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
防
犯
連
絡
員
協
議
会
は
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
に
、
市
で
は
１

江戸崎庁舎
・総合窓口課
新利根庁舎
・総合窓口課
・社会福祉課
・高齢福祉課
・児童福祉課
桜川庁舎
・総合窓口課
・市民課
・税務課
・保険課
・生活環境課
東庁舎
・総合窓口課

テレビ電話設置課
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トピックス

歴
史
民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

　
「
蝶
の
標
本
づ
く
り
」と「
星
空
観
望
会
」

星
空
観
望
会

星
空
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

木
星
、
さ
そ
り
座
の
球
状
星
団

Ｍ
４
な
ど
を
天
体
望
遠
鏡
で
観

察
し
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
18
日（
金
）午
後

７
時
〜
９
時
ま
で
※
天
候
不
良

の
場
合
は
19
日（
土
）▽
会
場
：

歴
史
民
俗
資
料
館
敷
地
内
▽
申

込
：
８
月
13
日（
日
）ま
で
に
資

料
館
へ
申
込
む
。▽
市
内
在
住

の
方
、
子
供
は
保
護
者
同
伴
▽

定
員
：
30
名
程
度
▽
講
師
：
桜

川
天
文
愛
好
会
▽

必
要
な
も
の
：
虫

除
け

●
稲
敷
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
（
稲

敷
市
八
千
石
18
︲

１
）
☎
０
２
９
９

︲
７
９
︲
３
２
１ 

１（
直
通
）

蝶
の
標
本
づ
く
り

企
画
展
「
蝶
・
蝉
・
蜻
蛉
〜
め

ぐ
る
季
節
の
隣
人
た
ち
〜
」
に

ち
な
ん
で
、
講
習
会
「
か
わ
い

い
蝶
で
標
本
を
作
ろ
う
」
を
開

催
し
ま
す
。展
翅
板
（
て
ん
し
ば

ん
）
を
使
っ
た
標
本
の
作
り
方

と
、保
存
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
６
日（
日
）午
後

２
時
か
ら
▽
場
所
：
市
立
図
書

館
２
階
会
議
室
▽
定
員
：
15
名

（
先
着
順
）
▽
参
加
料
：
３
０
０

円
▽
講
師
：
霞
蝶
の
会

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
家
庭
で
の
ご
み
焼
き
は
近
所
迷
惑
と
な
り
ま
す

最
近
、
家
庭
で
の
焼
却
に
関
す

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

紙
く
ず
を
燃
や
し
た
り
、
庭
木

の
せ
ん
定
し
た
枝
葉
を
燃
や
し

た
り
し
て
、
近
所
に
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な
迷
惑
行
為
や
野

外
で
の
不
法
な
廃
棄
物
の
焼
却

は
、
平
成
13
年
４
月
よ
り
廃
棄

物
処
理
法
が
改
正
さ
れ
、
例
外

を
除
き
、
す
べ
て
の
野
外
焼
却

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

違
法
な
焼
却
を
し
た
者
は
、

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
こ
れ
が
併
科
さ
れ
ま
す
。

野
焼
き
の
例
外

・
風
俗
慣
習
上
又
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却
＝「
ど
ん
ど
焼
き
」

「
お
札
焼
き
」な
ど

・
た
き
火
な
ど
廃
棄
物
の
焼
却

で
軽
微
な
も
の
＝
た
き
火
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

焼
却
廃
止
始
め
の
一
歩

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
資
源

に
な
る
も
の
は
資
源
回
収
に
出

す
な
ど
、
生
ゴ
ミ
な
ど
の
た
い

肥
化
も
含
め
て
積
極
的
に
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
２
／
４
４
０
５
）

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
に

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱

ー
は
、
学
校
の
施
設
な
ど
の
点

検
や
助
言
、
学
校
周
辺
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
見
守
り
体
制
へ
の
支

援
、
不
審
者
対
策
な
ど
に
関
す

る
助
言
指
導
な
ど
を
主
な
活
動

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
と
現

在
活
動
し
て
い
る
稲
敷
警
察
署

の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の

現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
区
で

は
、
多
く
の
方
々
が
巡
回
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
推
進
し
て
い
く
た
め
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
担
う
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
」
が
県
の

委
嘱
を
受
け
、
市
に
３
名
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

給
食
費
未
納
者
対
策

　
徴
収
班
が
戸
別
訪
問
を
実
施

状
況
な
ど
を
協
議
し
、
各
給
食

セ
ン
タ
ー
ご
と
に
新
た
な
徴
収

班
を
編
成
。７
月
18
日
よ
り
戸

別
訪
問
を
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
年
間
を
通
し
て
継
続
的

に
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
給
食
費
を
長
く
滞
っ
て
し
ま

い
、
納
付
困
難
と
な
る
事
例
も

発
生
し
て
い
ま
す
。分
納
に
よ

６
月
26
日
、
学
校
給
食
費
未
納

者
対
策
会
議
を
開
催
。会
議
に

は
、
学
校
給
食
費
の
未
納
が
発

生
し
て
い
る
市
内
の
12
校
と
市

教
育
委
員
会
、
各
給
食
セ
ン
タ

ー
が
集
ま
り
、
今
後
の
対
応
策

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
17
年
度
の
給
食

費
未
納
額
状
況
と
昨
年
12
月
に

実
施
し
た
未
納
者
宅
へ
の
訪
問

Q1.ドラム缶や穴を掘って焼却する
のも禁止でしょうか。
A1.適正な処理（処理基準に従った焼却

炉による焼却）ではないので禁止です。
Q2.農業者の行う廃棄物の焼却はす
べてよいのですか。
A2.マルチング用ビニールなど資材類
の焼却は禁止されます。
Q3.たき火とはどのような行為です
か。また軽微とはどの程度ですか。
A3.たき火とは落葉などの焼却であ
り、紙くずなどの焼却ではありません。
また軽微とは近隣から苦情がこない程
度の行為です。
Q4.例外であればいつでも焼却して
よいのでしょうか。
A4.風のない日（時間帯）を選んだり何
回かに小分けするなど周辺地域に配慮
しなければなりません。特に近隣に住
宅がある場合は、連絡するなどしまし
ょう。

野外焼却についてのＱ＆Ａ

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続

き
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。な
お
、
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
る
不
穏
な
情
報

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
３
６
０
１
／
３
８

０
１
）

る
納
付
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
学
校
給
食
の
円
滑
な
実
施
と

お
子
さ
ん
の
健
全
な
発
達
を
実

現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
給

食
費
の
納
付
は
お
早
め
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
３
６
０
１
／
３
８

０
１
）

夏
休
み
映
画
会「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」

　
８
月
５
日
、６
日
上
映

前
10
時
〜
／
午
後
１
時
30
分
〜

▽
定
員
：
６
８
０
人

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
日
程
：
８
月
６
日（
日
）▽
午

前
10
時
〜
／
午
後
1
時
30
分
〜

▽
定
員
：
５
０
０
人

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
７
０
６
）

夏
休
み
映
画
会
で
「
ナ
ル
ニ
ア

国
物
語
」
を
上
映
し
ま
す
。入

場
無
料
、先
着
順
で
す
。

江
戸
崎
公
民
館

▽
日
程
：
８
月
５
日（
土
）▽
午

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

　
受
講
者
を
募
集

程
度
▽
講
座
内
容
：
講
習
、
調

理
実
習
な
ど
▽
対
象
：
市
居
住

の
成
人
女
性
30
名
▽
費
用
：
２

５
０
０
円
（
調
理
実
習
材
料
代
）

▽
申
込
期
限
：
８
月
31
日（
木
）

●
稲
敷
市
健
康
増
進
課
（
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
６
１
１
１

市
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
後
は
、
推
進
員
と
し
て
登

録
さ
れ
、
食
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。こ

の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

場
所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／

各
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
日
程
：
９

月
〜
平
成
19
年
３
月
／
月
２
回
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対
象
者
：
有
効
期
限
が
平
成
18

年
９
月
30
日
ま
で
の
一
般
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
／
申
請
期
限
：
９
月
30
日

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
３
６

７
個
人
事
業
税

法
令
で
定
め
る
事
業
を
個
人
で

営
む
方
に
は
、
個
人
事
業
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
納
税
は
原
則
と
し
て
８
月
と

11
月
の
２
期
に
分
け
て
、
県
税

事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
税
額
が
１
万
円
以
下

の
方
は
８
月
に
全
額
納
税
と
な

り
ま
す
。

　
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納

小河雅哉さん（戸張）とクッキー（グ
レート・ピレニーズ／メス／ 4歳）。近
所の番犬として活躍しています。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）tel. 
029-892-2000（内線4400）

犬
の
フ
ン
は

　
持
ち
帰
ろ
う
！

ー
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
ず
っ
と

野
球
を
続
け
て
き
て
、
卒
業
し

て
社
会
人
野
球
の
入
団
テ
ス
ト

を
受
け
た
ん
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
不
合
格
で
し
た
。野
球
へ

の
未
練
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
会

社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、

欽
ち
ゃ
ん
球
団
の
入
団
テ
ス
ト

の
話
を
聞
き
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
に

参
加
し
合
格
し
ま
し
た
。

ー
入
団
し
て
（
稲
敷
市
へ
来
て
）

み
て
ど
う
で
す
か
？

地
元（
八
郷
町
）と
風
景
や
雰
囲

気
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
す

ね（
笑
）で
も
、
逆
に
そ
れ
が
安

心
す
る
っ
て
い
う
か
、
和
む
ん

で
す
よ
ね
。周
り
の
み
な
さ
ん

も
あ
っ
た
か
い
人
ば
か
り
で
す
。

ー
将
来
の
夢
は
？

結
婚
!?
う
～
ん
、
ど
う
だ
ろ
。

料
理
が
上
手
な
人
が
い
い
か
な
。

で
も
野
球
に
対
し
て
理
解
の
あ

る
人
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）そ
れ
よ
り
も

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

身
、
優
勝
の
経
験
が
な
い
ん
で

…
。他
の
チ
ー
ム
か
ら
遊
び
で

や
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
優
勝
し
て
実
力

も
あ
る
所
を
見
せ
た
い
で
す
ね
。

ー
市
民
へ
一
言

つ
く
ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ

い
。欽
ち
ゃ
ん
の
笑
い
あ
り
、

選
手
の
一
生
懸
命
な
プ
レ
ー
あ

り
と
楽
し
め
ま
す
か
ら
。８
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
の
応
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選手とファンとの
キャッチボール①

お〜いお茶！岩田（岩
いわた
田紀
のりひこ
彦）

ま
ず
は
全

国
大
会
で

の
優
勝
で

す
。
今
ま

で
自
分
自

岩
田
紀
彦
選
手
サ
イ
ン
色

紙
を
３
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
応
募
方
法
／
は
が
き
に

必
要
事
項（
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
）を
明
記
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
▽
応
募
先

／
〒
３
０
０
︲
０
５
９
５

広
報
稲
敷
「
Ｇ
Ｇ
プ
レ
ゼ

ン
ト
⑧
」
係
▽
締
切
／
８

月
18
日
消
印
有
効
▽
当
選

者
に
は
通
知
し
ま
す

外野手　背番号／ 24
生年月日／ 1981年4月2日
経歴／常総学院ー東京経済大学
趣味／スノーボード、ゴルフ
ニックネーム／ガンちゃん

稲敷バラエティー

も
ら
い
、
必
要
性
の
高
い
場
所

か
ら
順
に
新
設
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
つ
い
て
は
、
行

政
区
か
ら
の
要
望
ど
お
り
設
置

し
て
お
り
、
稲
敷
市
で
１
２
２

基
の
防
犯
灯
が
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
暗
く
て
危
険
な
箇
所
が
あ
れ

ば
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
市
へ

要
望
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

防
犯
灯(

街
灯)

の
設
置
経
費

に
つ
い
て
は
、
新
規
の
場
合
、

通
常
は
市
が
７
割
、
地
元
行
政

区
が
３
割
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
４
）

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

市
内
に
は
街
灯
が
少
な
い
と
思

い
ま
す
。増
設
を
希
望
し
ま
す
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

現
在
、
稲
敷
市
内
に
は
道
路
沿

い
を
中
心
に
防
犯
灯(

街
灯)

が
約
７
０
０
０
基
あ
り
ま
す
。

稲
敷
市
は
面
積
が
広
大
な
の
で
、

現
在
の
数
で
も
ま
だ
ま
だ
十
分

と
は
い
え
ず
、「
街
灯
が
少
な

い
」
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
も

ご
理
解
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、各
行
政
区
か
ら「
防

犯
灯
設
置
の
要
望
」
を
挙
げ
て

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

informationくらしと情報

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
５
５
４

９
若
年
者
職
業
訓
練
相
談
会

鹿
島
産
業
技
術
専
門
学
院
で
は
、

就
職
を
考
え
て
い
る
若
年
者
を

対
象
と
し
た
、
ハ
イ
テ
ク
溶
接

科
他
、
訓
練
コ
ー
ス
の
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
：
８
月
11
日（
金
）、
９
月

８
日（
金
）午
後
１
時
〜
午
後
３

時
／
場
所
：
江
戸
崎
公
民
館

●
茨
城
県
立
鹿
島
産
業
技
術
専

門
学
院
☎
０
２
９
９
︲
６
９
︲

１
１
７
１

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

の
継
続
申
請

潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
国
が
指
定

し
た
45
疾
患
の
治
療
を
行
っ
て

い
る
方
で
、
医
療
費
の
公
費
負

担
を
受
け
て
い
る
方
は
、
受
給

者
証
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
手
続
き
が
お
済
で
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
保
健
所
で
早
め
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。期

限
切
れ
後
は
医
療
費
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
級
・
初
級
茨
城
県
職
員

等
採
用
試
験

茨
城
県
で
は
、
平
成
18
年
度
県

職
員
、
市
町
村
立
小
中
学
校
職

員
採
用
中
級
・
初
級
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

受
付
期
間
：
郵
送
＝
８
月
９
日

（
水
）〜
24
日（
木
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
＝
８
月
９
日（
水
）〜
24

日
（
木
）、
持
参
＝
８
月
18
日

（
金
）
〜
24
日
（
木
）
／
第
１
次

試
験
：
９
月
24
日
（
日
）
／
採

用
予
定
人
員
（
概
数
）
：
県
職

員
中
級
＝
事
務
（
知
事
）
16
名
・

事
務（
警
察
）７
名
・
土
木
１
名
・

栄
養
士
１
名
、
同
初
級
＝
事
務

（
知
事
）11
名
・
事
務（
警
察
）４

名
・
土
木
１
名
・
農
業
土
木
１

名
、
小
中
学
校
職
員
中
級
＝
栄

養
士
４
名
、
同
初
級
＝
事
務
12

名
／
受
験
資
格
：
中
級
＝
昭
和

55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
栄
養

士
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
の
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
19
年
３

月
31
日
ま
で
に
免
許
を
取
得
見
込

み
の
方
に
限
る
）、
初
級
＝
昭
和

60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

間
（
７
月
17
日
〜
９
月
１
日
）
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
夏
ま
つ
り

２
０
０
６
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
８
月
26
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時
／
会
場
：
県
霞

ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
（
土

浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
）
／
内

容
：
環
境
関
係
団
体
に
よ
る
展

示
、
研
究
室
の
一
般
公
開
、
霞

ケ
浦
の
魚
の
試
食
、
体
験
教
室
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
飲
食
コ
ー
ナ

ー
、
特
産
品
の
販
売
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
／
入
場
料
：
無

料●
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

企
画
・
交
流
課
☎
０
２
９
︲
８

２
８
︲
０
９
６
１

水
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

水
資
源
機
構
利
根
川
下
流
総
合

管
理
所
で
は
、水
の
週
間（
８
月

１
日
〜
７
日
）に
あ
わ
せ
、
水
と

ふ
れ
あ
い
、
水
に
つ
い
て
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
８
月
５
日（
土
）、
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分
／
場

所
：
霞
ケ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

（
行
方
市
玉
造
甲
１
２
３
４
）※
当

日
は
無
料
開
放

●
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

利
根
川
下
流
総
合
管
理
所
☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
３
１
１

案内

an

税
制
度
も
あ
り
ま
す
。口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

は
除
く
）で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
県
税
事
務
所
課
税
第
一

課
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
１

１
４海

外
引
揚
者
の
通
貨
・
証

券
な
ど
の
返
却

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら

引
揚
げ
て
き
た
方
が
上
陸
地
の

税
関
や
海
運
局
に
預
け
た
通

貨
・
証
券
や
、
外
地
の
集
結
地

で
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
た
証

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ

れ
た
も
の
な
ど
を
返
却
し
て
い

ま
す
。

　

預
け
た
本
人
は
も
と
よ
り
、

ご
家
族
の
方
で
も
返
還
の
申
し

出
や
照
会
が
で
き
ま
す
。心
当

た
り
が
あ
る
方
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
☎

０
２
９
９
︲
９
２
︲
２
５
５
８

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
つ
く

ば
出
張
所
☎
０
２
９
︲
８
３
７

︲
２
３
０
７

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
夏
ま
つ
り
２
０
０
６

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、
霞
ケ
浦
水
質
浄
化
強
調
月
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▪休日診療当番医
８月６日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
	 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
	 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
８月13日（日）	角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
	 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-3375
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
８月14日（月）	青木医院（龍ケ崎）tel.0297-64-3131
	 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
８月15日（火）	はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
	 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
８月20日（日）	和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 山本医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3348
	 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
８月27日（日）	矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
	 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
	 三石内科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-2234
	 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
９月３日（日）	 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
	 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
	 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください。
▪交通事故相談
日時：8月16日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨
城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
8月3日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
8月10日（木）	 　、　、　	 東庁舎（分庁舎）

8月17日（木）	 　、　、　	 ふれあいセンター
8月21日（月）	 　		  江戸崎庁舎
8月23日（水）	 　		  東庁舎（分庁舎）

8月24日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎（本庁舎）

時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。8月14日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

informationくらしと情報 informationくらしと情報

子育てカレンダー
□子育て支援センター
新利根つばさ保育園内tel.090-2210-7355
日程	 内容	 会場	 定員
8月1日（火）	 りすちゃん広場（0〜1歳）	 つ	 15組
8月2日（水）	 伝承遊び講座（0歳〜）	 つ	 12組
8月8日（火）	 サロンの日、相談日	 つ	 無し
8月17日（木）	 うさちゃん広場（1〜2歳）	 つ	 15組
8月22日（火）	 サロンの日、相談日	 つ	 無し
8月29日（火）	 くまちゃん広場（2歳〜）	 つ	 15組

□ふれあい広場
江戸崎第ニ保育所tel.029-892-4094
日程	 内容	 会場	 定員
8月24日（木）	 シャボン玉遊び（水遊び）	 二	 30組

□あそびのひろば
桜川保育所tel.029-894-3703
日程	 内容	 会場	 定員
8月23日（水）	 プールで遊ぼう	 桜保	 30組

会場：つ＝つばさ保育園／ニ＝江戸崎第ニ保育所／桜保＝桜
川保育所

稲敷市地域交流スペース
会場：特別養護老人ホーム水郷荘３階
問：tel.0299-79-2319
教室名	 日時
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 8月28日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室	 8月28日（月）午後１時〜
太極拳教室	 8月9日（水）午後1時30分〜
カラオケ教室	 火・土曜午後１時30分〜
梅さんの落語会	 8月7日（月）午前10時30分〜
囲碁教室	 月曜午後１時〜
健康教室	 8月10日（木）午前10時30分〜
※生花教室・手話愛好会・絵手紙教室は、8月はお休
　みです。

発生件数：13（170）
　負傷者：14（215）
　　死者：0（5）
※6月1日〜30日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,127人（-46）
　　男：24,326人（-25）
　　女：24,801人（-21）
世帯数：14,987戸（-14）
※7月1日現在。かっこは前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日は行っていません。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
祝日	 午前９時〜午後６時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

▪教育相談
教育相談員が、お子さんに関する相談に応じます。
日時：毎週火、水、木曜日・午前9時〜午後5時／場所：新利根庁
舎教育相談室／相談形式：電話相談、来室相談
●稲敷市教育委員会教育相談室tel.0297-87-0121（直通）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：8月3日（木）、22日（火）・午前10時〜午後4時／場所：各
公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日時：8月3日（木）、22日（火）・午前10時〜正午／場所：江戸崎
体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

納期限：8月31日（木）
市県民税：2期
介護保険料：3期
国民健康保険税：3期

犬猫引取 8月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：8月3日（木）、24日

（木）・午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）
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ン
つ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

県
農
政
事
務
所
の
出
前
講
座
に
よ
り
行

っ
た
も
の
。参
加
し
た
園
児
た
ち
は
、

米
粉
が
８
割
の
パ
ン
生
地
を
こ
ね
、
楽

し
そ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
形
の
パ
ン
を
つ

く
り
ま
し
た
。焼
き
あ
が
っ
た
パ
ン
は

も
っ
ち
り
と
し
た
食
感
で
、
み
ん
な
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

4
園
児
イ
モ
掘
り
遠
足

江
戸
崎
第
一
、
第
二
、
桜
川
保
育
所
合

同
の
イ
モ
掘
り
遠
足
が
６
月
29
日
阿
見

町
の
農
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
一
列
に
並
ん
で
、
懸
命
に
掘
り

出
し
て
い
ま
し
た
。帰
り
に
は
袋
い
っ

ぱ
い
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
抱
え
て
満
足
そ

う
で
し
た
。

5
古
渡
小
で
ホ
タ
ル
観
賞
会

古
渡
小
学
校
で
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
が
７

月
６
日
行
わ
れ
ま
し
た
。同
校
で
は
総

合
学
習
で
環
境
教
育
を
重
点
的
に
行
っ

て
お
り
、
毎
年
４
月
に
３
、４
年
生
が

ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
隣
の
古
渡
水
の
里
公

園
に
放
流
し
、
成
虫
に
な
る
7
月
に
観

賞
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。観
賞
会
で
は
、

水
辺
の
草
む
ら
に
ゆ
っ
く
り
と
点
滅
し

な
が
ら
飛
ぶ
ホ
タ
ル
の
姿
を
見
つ
け
た

子
ど
も
た
ち
か
ら「
き
れ
い
！
」「
い
っ

ぱ
い
光
っ
て
る
よ
！
」
な
ど
と
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
6-7月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
5

4

3

1
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
に

欽
ち
ゃ
ん
シ
ー
ル
を
！

市
で
は
、
地
元
農
産
物
な
ど
の
販
売
促

進
の
た
め
に
「
応
援
す
っ
ぺ
よ
！
欽
ち

ゃ
ん
球
団
」
と
書
か
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ー
ル
ズ
の
ロ
ゴ
入
り
シ
ー
ル
2
万
枚

を
作
成
。宅
配
用
の
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ

に
張
る
事
が
決
ま
り
、
６
月
15
日
JA
稲

敷
中
央
集
荷
場（
羽
賀
）で
そ
の
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。作
業
に
は
、
今
年
GG

に
入
団
し
た
ば
か
り
の
三
條
、
戸
塚
、

安
達
の
3
選
手
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。選
手
た
ち
の
丁
寧
な
作
業
を
見

た
農
家
の
方
か
ら
は
「
い
や
〜
、
み
ん

な
手
つ
き
が
い
い
ね
ぇ
。さ
す
が
欽
ち

ゃ
ん
が
選
ん
だ
選
手
だ
な
ぁ
〜
！
」
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

2
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア

市
特
産
の
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た

お
菓
子
な
ど
を
味
わ
え
る
「
江
戸
崎
か

ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
が
農
業
公
園
ポ
テ
ィ
ロ
ン
の
森

で
６
月
18
日
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
南

瓜
の
加
工
品
な
ど
で
多
く
の
来
場
者
が

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3
お
米
を
使
っ
た
パ
ン
つ
く
り

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
６
月
21
日
と
22

日
の
２
日
間
、
新
利
根
幼
稚
園
の
年
長

組
さ
ん
が
、
親
子
で
お
米
を
使
っ
た
パ

12
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御食事処朝日屋
電話：tel.029-894-2116
住所：稲敷市須賀津279番地1（市役

所桜川庁舎前）

営業：午前11時〜午後7時（宴会は

除く）

定休：不定休

第5回　大
おお

山
やま

英
ひで

行
ゆき

さん

大山さんのプロフィール
大山理容店代表。茨城県理容組合
県南地区講師。全国理容競技大会
へ9年連続して茨城県代表として
出場。これまで2003年全国大会
入賞などの優秀な成績を納める。
今年2006年関東甲信越大会第3
部門優勝。現在37歳。
●大山理容店／稲敷市佐原下手ロ
11番地／ tel.0299-78-2037

今月は、大山理容店の大山英行さん
（佐原下手）です。大山さんは理容業
界の技術向上を目的に行われる理容
競技大会へ9年連続して茨城県の代
表に選ばれているほどの腕前の持
主。今年は、県大会、関東甲信越大会
と勝ち抜き、９月に札幌で開催され
る全国大会へ出場が決まりました。

☆
■大会出場の理由は？
ウチの店は自分で3代目。大会へ出
場するようになったのは、初代の祖
父の遺言で「理容の仕事をする以上、
競技会で成績を残すような腕前にな
って欲しい」との期待に応え頑張ろ

うと決意しこの道に進みました。競
技会は理容師の甲子園ですから、初
めて茨城県大会で優勝できた時は最
高に嬉しかったです。
■大会に向けての練習などは？
練習はかなり厳しいです。毎週、水
戸や東京まで行って全国チャンピオ
ンの師匠のもとで練習をしているん
ですけど、まるっきり体育会系のノ
リです。わずかなミスでも指摘され、
時には怒鳴られたりと、メチャクチ
ャ厳しいです。精神力が必要ですね。

「技は心」です。
■大会はどうでした？
自分が出場するのは第3部問、課題

競技です。最初の25分でカットを
こなし、残り10分で仕上げと、本当
に時間との勝負。髪の長さ、質感、カ
ラーリングなど決められた条件をク
リアするためミリ単位の技術を要求
されます。チョットのミスも許され
ません。
■今後の目標を教えてください
今日まで指導をいただいた先生方、
モデルさん、両親、すべての方々に
感謝し、理容技術の研鑽に励み、日々
努力、精進してまいります。そして
茨城の代表というより「稲敷」の代
表として、9月の全国大会での優勝
を目指して頑張りたいと思います。

稲 敷 で 生 き る 人 々

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

田た

所し
ょ

啓け
い

子こ

さ
ん（
田
宿
）。「
江
戸

崎
体
育
館
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。体
育
会

系
の
ノ
リ
で
ガ
ッ
ツ
リ
い
た
だ

き
ま
す
！
」

お
店
紹
介

今
回
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
食
堂

の
「
朝
日
屋
」（
須
賀
津
）
で
す
。

現
在
お
店
を
切
り
盛
り
す
る
の

プレゼント
朝日屋から読者の方15名に「お食
事券（1000円分）」をプレゼン
ト！！奮ってご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電

話番号、⑥お薦めの市内のお店、⑦広報

稲敷の感想）を書いてご応募くださ
い。▽応募先：〒300-0595 ／広報
稲敷「うまいもんプレゼント⑧」係
※郵便番号のみで届きます。▽締切：
8月18日（金）消印有効。▽注意：応
募は一人一通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
13
回

コシのある自家製のそばとサクサクした衣が自慢のミニ天丼のセット

おふくろの味！お弁当もお薦めです
（要予約）

ご主人に教わりながらそば茹でに挑
戦！厨房の中は暑くてタイへんです！

は
２
代
目
の
矢や

幡ば
た

孝た
か

志し

さ
ん
。

昨
年
、お
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

約
90
席
の
宴
会
場
も
整
備
し
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
お
店
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

お
勧
め
の
料
理
は
？

こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
は
、
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
も
り
そ
ば
と
ミ

ニ
天
丼
な
ど
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ

ー
が
お
薦
め
。麺
は
全
て
自
家

製
で
、
お
米
は
評
判
の
飯
出
米

を
使
用
。ま
た
、
仕
出
し
料
理

の
お
弁
当
も
グ
ッ
ト
！
。お
弁

当
に
は
浮
島
レ
ン
コ
ン
や
江
戸

崎
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
市
内
特
産
の

野
菜
を
使
っ
た
煮
物
が
入
っ
て

い
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皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。



広報稲敷 平成18年8月号　1819　広報稲敷 平成18年8月号

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
9月8日（金）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター	 要予約
9月28日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター	 要予約
9月28日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター	 要申込

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。9月実施分は8月21日（月）から受付け。
9月4日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約
9月5日（火）	 麻しん風しん混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
9月11日（月）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
9月19日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター	 要予約
9月21日（木）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター	 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
9月7日（木）	 住民健康相談	 午前10時〜11時	 桜川保健センター	 直接来所

検診
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。／申込：不要。大腸がん検診は申込みが必要です。
受付：午前9時30分〜11時30分、午後1時30分〜2時30分
9月20日（水）	 地区健診	 午前＝沼里コミセン	 午後＝沼里コミセン
9月21日（木）	 地区健診	 午前＝高田コミセン	 午後＝高田コミセン
9月22日（金）	 地区健診	 午前＝江戸崎保健センター	 午後＝江戸崎保健センター
9月25日（月）	 地区健診	 午前＝桑山公民館	 午後＝江戸崎保健センター
9月26日（火）	 地区健診	 午前＝鳩崎コミセン	 午後＝鳩崎コミセン
9月27日（水）	 地区健診	 午前＝君賀コミセン	 午後＝君賀コミセン
9月28日（木）	 地区健診	 午前＝沼里コミセン	 午後＝沼里コミセン
9月29日（金）	 地区健診	 午前＝江戸崎保健センター	 午後＝江戸崎保健センター

検診（予約）
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。／申込：会場へ予約ください。
予約期間＝9月4日（月）〜8日（金）　東保健センター
10月11日（水）〜10月18日（水）	 大腸がん検診（地区検診）

予約期間＝9月25日（月）〜29日（金）　桜川保健センター
10月30日（月）〜11月2日（木）	 大腸がん検診（地区検診）

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
9月26日（火）	 午後1時30分〜4時00分	 カスミ江戸崎店

	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

気になる方、改善したい方のための教
室です。
日程：9月7日（木）〜／時間：午後2
時〜／場所：ふれあいセンター

〜高齢者の方のための〜
体力アップ教室
体力向上を目的とした運動教室（体力

測定・ストレッチ・有酸素運動・筋力トレ

ーニング）を行います。
桜川
日程：9月25日（月）〜／時間：午前
10時〜／場所：桜川保健センター
江戸崎
日程：9月26日（火）〜／時間：午後2
時〜／場所：江戸崎体育館

ウォーキング教室
ウオーキングの基礎を学び、運動習慣
を身につけます。生活習慣病予防や肥
満予防、運動不足解消に効果的です。

新利根ウォーキング
毎月一回開催中
東ウォーキング
9月7日（木）〜／時間：午前10時〜
桜川ウォーキング
9月11日（月）〜／時間：午前10時〜
江戸崎ウォーキング
11月14日（火）〜／時間：午前10時〜
●稲敷市健康増進課健康増進係（ふれ

あいセンター）tel.0297-87-6111

食中毒予防

食中毒は年間を通して発生しますが、
夏季に多く発生します。原因の約９割
は、細菌とウイルスですが、そのほか、
化学物質、自
然毒によって
も 起 こ り ま
す。食中毒菌
の特徴をつか
み、予防に心

がけましょう。
食中毒菌の特徴
①多湿、栄養の豊富な環境で増殖しや
すい。
②冷凍しても死なない。
③食品を汚染しても、においや味は変
化しない。
④増殖するときに毒素をつくるものも
あり、その毒は加熱しても消えない。
⑤低温の環境では増殖のスピードが遅
い。

⑥高熱に弱いものが多い。
食中毒予防の三原則
①つけない。
手や調理器具の清潔に心がけ、食品も
よく洗う。保存するときは、ラップを
かけるなどして密封する。
②増やさない。
料理は出来立てを食べる。保存する場
合は、冷蔵庫など低温の環境に置く。
③殺す。
食品を十分加熱する。

健康教室に参加しませんか？

市では、市民の健康づくりのために健
康教室を開催しています。一人ではな
かなか運動習慣が定着しない方やご自
分の健康のために、教室に参加してみ
ませんか？

糖尿病予防教室
検診結果で血糖値の数値が高めの方、
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スポーツ

市民ゴルフ大会

「第2回稲敷市民ゴルフ大会」を10月
に開催します。詳細は広報稲敷お知ら
せ版8月号の折込をご覧ください。
一般の部
日程：10月19日（木）／場所：ザ・イ
ンペリアルカントリークラブ
シニア・女子の部
日程：10月20日（金）／場所：霞台カ
ントリークラブ
▽募集：各会場先着160名▽参加資
格：市在住の社会人でアマチュアプレ
ーヤーの方▽参加費：2,000円、プレ
ー費：8,000円（食事代、税込み。飲物は

別料金）▽申込：申込書（広報稲敷お知ら

せ版8月号（8月11日発行）に折込）に必
要事項を記入のうえ、9月1日（金）〜
15日（金）の間に申込む。
●稲敷市教育委員会生涯学習課社会体
育係tel.0297-87-3439（直通）

スポーツフェスティバル

市民が楽しめるスポーツイベント「い
なしきしみんスポーツフェスティバル
2006」を今年も開催します。ユニーク
な種目もたくさん！友達や家族と「い
なしきギネス」に挑戦してみません
か？※詳細は9月号に掲載。
イベント内容
・団体ギネス種目（ロープジャンピング

など）

・団体トーナメント種目（3on3、ソフ

トバレーボールなど）

・個人種目（長ぐつ飛ばし、ストラックア

ウトなど）

・その他（体力測定コーナー、いなしきウ

ルトラクイズなど）

▽日時：10月8日（日）午前9時〜※雨
天時は屋外競技のみ9日▽場所：江戸
崎総合運動公園
●稲敷市教育委員会生涯学習課社会体
育係tel.0297-87-3439（直通）

初級エアロビクス教室

有酸素運動であるエアロビクスは、全
身持久力を高め、脂肪を燃焼してくれ
ます。基本ステップをマスターし、音

2,000円（教室初日に徴収）▽申込み：8
月22日（火）からあずま生涯学習セン
ター（tel.0299-79-0053）に申込み▽
定員：30名程度

ママさんバレー大会結果

第1回稲敷市長杯ママさんバレーボー
ル大会が、6月18日（日）江戸崎総合
運動公園体育館で行われました。大会
へは市内18チームが参加し、熱戦を
繰り広げ、爽やかな汗を流していまし
た。
▽優勝：桜川チーム、準優勝：阿波崎
チーム、第3位：門前チーム、M クイ
ーンチーム

ソフトボール大会結果

稲敷市春季ソフトボール大会が、5月
21日、28日（日）の2日間、江戸崎運
動公園野球場を会場に行われました。
▽優勝：ベアーズ、2位：タイガース、
3位：阿波崎

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー8月

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
			   1	 2	 3	 4	 5
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26
	 27	 28	 29	 30	 31

■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、8
月29日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

江戸崎図書室

新着図書
「男の子を伸ばす母親は、ここが違う」
松永暢史、「世界一感動する会計の本
です」山田真哉、「一人で着るデイリー
着物」NHK 出版、「大日本帝国の民主
主義」坂野潤治「ダメな自分を救う本」
石井裕之、「かわいいワンちゃん服」雄
鶏社、「焼きそばうえだ」さくらももこ、

「夜の公園」川上弘美、「とるこ日記」定
金伸治、「ナゲキバト」ラリー・バーグ
タル、「みんなほねなし？」ともながた
ろ、「にんじゃにんじゅろう」舟崎克彦、

「ドラゴン・スレイヤー・アカデミー」
ケイト・マクミュラン　ほか

申込む／定員20名
8月の展示
暑い夏こそホラーで涼しく
蒸し暑い日が続く中、背筋も凍るよう
なホラー小説でじめじめしたきぶんを
かえてみませんか。日常に潜む恐怖を
紹介した本、恐怖の出来事を綴った本
など、いろいろなホラー小説を展示し
ます。
夏休みスタンプラリー開催
期間：8月31日（木）まで／参加資格：
図書館カードをお持ちの中学生までの
方／方法: カウンターで申し込み
休館日9月1日〜14日
蔵書点検のため9月1日（金）〜14日

（木）を休館とします。ご協力をお願い
します。なお、下記の期間は貸し出し
点数を増やしますのでご利用くださ
い。（図書館のみ）

・8月19日（土）〜31日（木）＝本一人
10冊まで
・8月25日（金）〜31日（木）＝ビデオ、
CD 一人6点まで

市立図書館

夏休み子ども映画会
・7月29日（土）＝「ハリーポッターと
アズガバンの囚人」（上映時間142分）

・8月12日（土）13日（日）＝「はだし
のゲン」（上映時間90分）

・8月19日（土）20日（日）＝「アンネ
の日記」（上映時間102分）

・8月26日（土）＝「オズの魔法使い」
（上映時間101分）

時間：午後2時〜／申込：当日、図書館
カウンターへ申込む／定員70名
おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。「とべバッタ」（大型絵

本）、「スイミー」ほか
日時：8月27日（日）午後2時〜
手作り教室
おはなしに出てくるような、ミニミニ
はたきをつくろう。
日時：8月27日（日）午後2時30分か
ら／申込：当日、図書館カウンターへ

新着図書（図書館）
「初恋温泉」吉田
修一、「ドラママ
チ」角田光代、「灰
色 の ピ ー タ ー パ
ン」石田衣良

写真提供：ベアーズ

楽に合わせて楽し
く汗をかきましょ
う。
▽日時：9月6日
か ら 10 月 25 日
ま で の 毎 週 水 曜
日、 午 後 7 時 30
分〜 8 時 30 分▽
場所：あずま生涯
学習センターホー
ル ▽ 参 加 費：
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木造寝釈迦像（茨城県指定文化財）
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一
面
の
青
田
の
中
の
か
た
す
み
に
黄
金
色
し
た
麦
畑
あ
り	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

山
野
草
こ
よ
な
く
愛
せ
し
今
は
亡
き
夫
の
植
え
た
る
花
ば
な
す
が
し	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

息
子
の
躯
か
ら
だ

気
づ
か
ひ
て
息
子
に
叱
ら
れ
て
親
と
は
哀
し
き
つ
な
が
り
な
り
き	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

風
を
生
み
風
を
鎮
め
て
夏
蝶
の
草
引
く
中
に
我
と
遊
べ
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

園
児
等
の
は
じ
き
出
さ
る
る
梅
雨
晴
れ
間
黄
帽
そ
れ
ぞ
れ
風
に
き
ら
め
く	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

山
清
水
引
き
て
冷
た
き
水
槽
に
ビ
ー
ル
は
冷
え
て
夕
月
映
す	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

久
々
に
登
れ
る
筑
波
の
頂
き
に
願
い
託
せ
し
一
樹
の
あ
り
ぬ	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

老
い
て
な
お
秋
田
生
ま
れ
の
亡は

は母
を
恋
い
方
言
詩
集
を
声
に
し
て
読
む	

山
口
朋
子（
結
佐
）

風
に
乗
る
青
葉
の
匂
い
を
ま
と
い
つ
つ
病
い
に
臥
せ
る
友
を
思
え
り	

根
本
邦
子（
押
砂
）

川
端
に
米
磨と

ぎ
お
れ
ば
白
魚
の
透
き
て
泳
ぎ
し
も
今
は
ま
ぼ
ろ
し	

柴
崎
文
子（
町
田
）

誰
が
弾
く
や「
花
摘
む
野
辺
」の
オ
ル
ガ
ン
の
音
流
れ
し
と
ぞ
特
攻
の
基
地	

板
橋
道
子（
福
田
）

か
き
つ
ば
た
、あ
や
め
の
群
れ
咲
く
水
郷
の
岸
ゆ
く
女
人
は
あ
え
か
に
笑
み
ぬ	

山
根
三
千
人（
西
代
）

わ
れ
が
師
の
一
語
一
首
を
目
に
追
い
て
ひ
た
す
ら
読
み
ぬ
歌
集『
湖
空
』	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

変
わ
ら
ざ
る
友
の
ほ
ほ
え
み
眼
差
し
よ
見
入
る
写
し
絵
旅
と
重
な
る	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

親
戚
筋
か
ら
「
根
本
の
花
ま
つ

り
」
に
招
待
さ
れ
た
時
の
こ
と

で
す
。そ
の
日
は
お
釈し
ゃ

迦か

様
の

誕
生
を
祝
い
、
お
花
見
と
甘
茶

か
け
を
す
る
お
祭
り
で
、
私
は

宴
席
で
郷
土
史
に
詳
し
い
植
竹

氏
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

「
私
は
若
い
こ
ろ
大
病
を
患わ
ず
らい
、

生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。ど
こ
か
の
川

を
渡
る
と
そ
の
先
は
き
れ
い
な

お
花
畑
で
し
た
。そ
の
時
、
寝ね

釈し
ゃ

迦か

が
む
っ
く
り
起
き
上
が
る

と
両
手
を
広
げ
て
私
の
行
く
手

を
さ
え
ぎ
っ
た
の
で
す
。目
が

覚
め
て
す
ぐ
に
そ
の
話
を
す
る

と
、
驚
い
た
母
は
直
ち
に
釈
迦

堂
に
走
り
お
参
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
私
は
丈
夫
に
な
り
、

お
礼れ
い

詣ま
い

り
を
続
け
て
い
ま
す
」

　

信
仰
心
の
厚
い
氏
の
臨
死
体

験
は
真
実
そ
の
も
の
の
ご
と
く
、

そ
し
て
、
こ
の
世
の
す
が
た
を

「
苦
」と
と
ら
え
、
そ
こ
か
ら
の

超
越
を
説
く
釈
迦
、
ま
た
時
空

を
超
え
て
自
然
や
生
物
・
人
間

な
ど
す
べ
て
の
も
の
を
救
お
う

と
す
る
神
仏
の
存
在
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
本
に
あ
る
寝
釈
迦
の
ご
縁

日
に
は
、「
腰こ
し

巻ま
き

お
が
み
」と
い

う
独
得
の
信
仰
行
事
が
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。毎
月

の
八
日
、
女
の
方
は
そ
れ
ぞ
れ

が
持
参
し
た
腰
巻
（
今
は
下
着
）

に
御ご

朱し
ゅ

印い
ん

を
押
し
て
も
ら
い
、

仏
前
に
供
え
て
無
病
息
災
を
祈

祷
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
身

に
つ
け
る
と
か
、
蒲ふ

団と
ん

の
下
に

そ
っ
と
し
の
ば
せ
て
お
く
こ
と

で
、
下し
も

の
世
話
に
な
ら
ず
に
安あ
ん

楽ら
く

往お
う

生じ
ょ
うで
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。生し
ょ
う
ろ
う
び
ょ
う
し

老
病
死
の
苦
し
み
か

ら
救
わ
れ
た
い
と
い
う
の
は
、

す
べ
て
の
人
々
共
通
の
切
実
な

願
い
な
の
で
す
。

　

月
々
の
縁
日
の
な
か
で
も
、

六
月
八
日
の
花
ま
つ
り
は
年
に

一
度
の
大
祭
で
す
。本
来
、
花

ま
つ
り
は
四
月
八
日
で
す
が
、

田
植
え
な
ど
の
農
繁
期
と
重
な

る
こ
と
か
ら
、
根
本
で
は
六
月

に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。こ
の
日
は
朝

早
く
か
ら
太
鼓
が
鳴
り
、
女
人

衆
が
ぞ
く
ぞ
く
と
釈
迦
堂
へ
と

接
待
に
あ
が
っ
て
き
ま
す
。昭

和
三
十
三
年
に
、
寝
釈
迦
像
が

県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
か

ら
は
、
堂
の
整
備
が
行
な
わ
れ
、

祭
り
太
鼓
も
編
成
さ
れ
る
な
ど

参さ
ん

詣け
い

者し
ゃ

を
大
い
に
喜
ば
せ
、
近

年
で
は
女
の
人
ば
か
り
で
な
く
、

家
族
連
れ
や
老
若
男
女
の
団
体

が
バ
ス
で
お
詣
り
に
来
る
よ
う

に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
屋
台
が

並
び
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

寝
釈
迦
の
縁え

ん
起ぎ

釈
迦
堂
の
正
式
名
称
は
「
羽は

黒ぐ
ろ

山さ
ん

称し
ょ
う

蓮れ
ん

社し
ゃ

釈
迦
堂
」で
、
開
山

の
上し
ょ
う
に
ん人
は
称
蓮
社
一い
ち

誉よ
じ
ゅ
ん順
西さ
い

和お
し
ょ
う尚
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。今

を
去
る
３
７
５
年
程
前
の
寛
永

八
年
（
１
６
３
１
）
三
月
に
建
立

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
６
回

　
根
本
の
寝
釈
迦
の
腰
巻
お
が
み

　
　
　
　
あ
る
祈
り
の
か
た
ち
を
伝
え
て

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
石
井
駿

さ
れ
、
そ
の
後
常じ
ょ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
道

場
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。本
尊
は
釈
迦
牟む

尼に

仏ぶ
つ

。

　

羽
黒
山
の
修し
ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ（

山
伏
）が

「
霞
」と
い
う
檀だ
ん

那な

場ば

組
織
を
作

り
、
講
社
を
通
じ
て
信
仰
を
広

め
た
と
さ
れ
、
市
内
の
旧
町
域

に
は
か
な
り
の
修
験
者
が
常
駐

し
布
教
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

寝
釈
迦
像
の
由
来
に
つ
い
て

は
二
つ
の
説
が
あ
り
、
一
つ
は

順
西
和
尚
が
上か
ず

総さ
の

国く
に

三さ
ん

途ず

の
台

（
千
葉
県
長
生
郡
長
南
町
）よ
り
担か
つ

い
で
き
た
と
い
う
説
。も
う
一

つ
は
順
西
和
尚
が
三
途
の
台
か

ら
江
戸
崎
に
移
り
、
次
い
で
根

本
に
来
て
淨
じ
ょ
う

財ざ
い

を
募
り
一い
ち

宇う

を

建
立
、
し
か
る
後
、
釈
迦
の
涅ね

槃は
ん

像ぞ
う

を
彫
刻
し
安
置
し
た
と
い

う
も
の
で
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

大香炉にはご利益を求めて
煙を被る人が絶えない

腰巻おがみの風景



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽今月号の校了日の前夜、衝撃のニュースが……。欽ちゃんからGG 解散の発表！今
月号から始まったGG 選手紹介記事の扱いを検討しました。後援会ではチーム存続の活動を展開、
市としても全面的にバックアップするとのことなので予定どおり連載を開始しました。市民の皆
様の応援をお願いします。（坂本）▽マフラー周りがヤケに汚れるなあと思っていたら、オイルの消
費量が1ℓ／1000km に！とうとうOH の時期ですね。（G4出）
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企画展開催中
「蝶・蝉・蜻蛉〜めぐる季節の隣人たち〜」
８月27日（日）まで
詳細は先月号10ページをご参照くだ
さい。

歴史民俗資料館は、図書館と併設され
た市立の複合文化施設です。
　平成６年７月にオープンしたこの施
設は、東地区の治水と水害対策、稲作
の歴史を語る民俗資料や文化財を収集
保存し、後世に伝えていくことを目的
として建設されました。
　常設展示室はテーマ別に３つに分け
られています。第１展示室は水との関
わりの歴史を、出土品や寄贈品などの
実物資料と図版や写真などのグラフィ

ック資料によって紹介しています。民
俗をテーマとした第２展示室は、農村
の生活文化を実物資料により紹介。第
３展示室は市内出身の第７代横綱「稲
妻雷五郎」にスポットをあて、その半
生やひととなりを近・現代の大相撲に
関する資料とともに紹介しています。
　また、年２回の企画展とミニ展示会、
星空観望会や古文書入門講座などのイ
ベントも行われ、ふるさとを再発見す
る生涯学習の場ともなっています。

ぶら〜り・稲敷　no.14　歴史民俗資料館

開館時間：午前９時〜午後５時（入館は午後４時30分まで、

水曜日は午前11時開館）／休館日：月曜日、祝日、月末日、
年末年始／住所：八千石18-1 ／電話：0299-79-3211


